
 

 

 

 

今回は、肥料や堆肥成分の役割から土

壌診断を考えてみましょう。 

１ 肥料の６要素の効果 

（１）窒素（Ｎ） 

 タンパク質の主成分。根や葉の生長を

促進するため、「葉肥」とも呼ばれま

す。過剰に与えると病害虫に弱くなり、

不足すると葉が黄色くなって落葉しま

す。 

（２）リン酸（Ｐ） 

 開花と結実に関係し、「花肥」「実

肥」とも呼ばれます。花付きや実付きを

よくするのに必要な要素です。植物体内

のエネルギー伝達で重要な役割がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）カリウム（Ｋ） 

 根の発育を促進するため、「根肥」と

呼ばれています。光合成や炭水化物の移

動や蓄積にも関係し、開花や結実を促進

する働きもあります。 

（４）カルシウム（Ｃａ） 

 細胞同士を強く結びつけ、根の伸長を

促進する働きがあります。植物体内の有

機酸を中和する役割もあります。 

（５）マグネシウム（Ｍｇ） 

 光合成に必要な葉緑素の成分です。リ

ン酸の吸収と体内移動にも関与していま

す。 
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２０２２．３（肥料成分の役割と畑地土壌の改善目標） 



（６）イオウ（Ｓ） 

 窒素と同様、タンパク質の主成分で

す。ビタミンなどの化合物も作ります。

リン酸と同じくらい多量に必要で不足す

ると病害虫に弱くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 畑地土 壌の改善目標 

 土壌診断 結果を受け取った

ら、下の表 を目安に改善目標を

確認してみ ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 普通畑における改善目標 

表２ 畑の植え付け前の適性 EC の目安（ｍS/ｃｍ） 

出典：図解でよくわかる農業のきほん（誠文堂新

光社）、土壌診断によるバランスのとれた土づく

り－土壌診断による土づくりは健康的で美しい作

物作りの第一歩－（財団法人 日本土壌協会） 
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